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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜新患者様情報＞

①氏名：千葉　輝夫　様（70）男性

生年月日：S17.2.19

相談者：長男

相談内容：認知症の鑑別診断

[現在の状況]

H23.7.31妻が死亡し、独居となる。以後鍵や財布等の貴重品を無くすことや、整容が保たれない(清潔・不潔の区別がつかなく、汚れた衣類を着ている)ことがあり、家族が認知症を疑い、むらかみ脳神経クリニックを受診。同院でMRI検査を施行するが、脳萎縮・脳梗塞等の所見は認められず、認知症とは診断されていなかった。妻は生前より、本人の物忘れ(貴重品をなくしたと訴える)があると家族に話していた。

その後も同様の状態は継続していたが、仕事（魚の行商）は続けていた。今回、日常生活の援助において、介護保険サービスのホームヘルプの利用を家族が検討。本人の現状が認知症からもたらされるものであるのか否かについて家族も気にかけており、認知症の鑑別診断の実施及び介護保険の主治医意見書の記載依頼を併せて当院へ受診相談がある。

②

氏名：中村　文俊　様（69）男性

生年月日：S18.4.12

相談者：妻・担当ケアマネ

相談内容：専門医療相談(デイサービス利用中などに不穏を呈することが

　　　　　　　　　　　あり、薬物調整を希望)

[現在の状況]

八戸市にて出生。S36年頃からH16年までは東京都に在住し、就労を行っていた。定年退職後に八戸へ帰郷。東京都に住んでいたころから、詳細不明であるが認知症様の症状(家族談)が認められていたとのこと。H19年むらかみ脳神経クリニックを受診し、アルツハイマー型認知症と診断。

H24年6月に入り、当時利用して通所デイサービス「リハビリパークえんぶり物語」利用中に、大声を上げることや、集団に溶け込むことができず孤立している状態が顕著となり、他者に対して粗暴的となる可能性が高いということから、利用を中止していた。通所サービス利用時の不穏が顕著であることから、かかりつけ医であるむらかみ脳神経クリニックへ相談。

H24.6.6よりグラマリールが追加処方となっていた。その後通所リハビリテーションセンター「南陽館」の利用を検討。同施設体験利用中も落ち着きのなさが顕著で、大声で叫ぶような状態があり、同施設職員より精神科受診の検討を行うよう促され、H24.6.21当センターへ相談となる。
＜外来患者様情報＞

古舘　ヨリ様～体重を増やさず、なるべく減らすよう説明受けている。精神症状の悪化はない。

中村　弘明様～普段標準語で話しているが、相手によっては地元の言葉で会話していると話されている。

久保　清美様～現在、就職活動はしていないとの事。無理はしないようにとアドバイスあり。

宮　　陽子様～口調の多さはなく、落ち着いて対応されている。本日、診察後は美術館に行くと話されている。

松永　勘五郎様～不調はなく、落ち着いているとの事。頭皮湿疹の悪化もなく経過。継続処方となっている。

